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第２回 釧路丹頂農業協同組合 臨時総会

　

11
月
27
日
、
本
所
で

第
２
回
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
武
藤

組
合
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、総
会
の
定
足
数
は
、

正
組
合
員
総
数
３
５
５

名
に
対
し
、
出
席
組
合

員
数
２
８
８
名
（
本
人

出
席
16
名
、
書
面
議
決

２
７
２
名
）
に
よ
り
総

会
は
成
立
し
、
議
長
に

鶴
居
地
区
・
菱
沼
和
也

氏
が
選
出
さ
れ
、
議
事

を
進
行
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
「
固
定

資
産
の
取
得
に
つ
い

て
」
が
上
程
さ
れ
、
質

疑
応
答
後
、
議
案
は
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
議
案
に
ご
承
認
下

さ
い
ま
し
た
組
合
員
の

皆
様
方
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
当
Ｊ
Ａ
の
事
業

運
営
に
対
し
、
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
賜
り
た

く
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　より良いホームページを作り、広く情報発信する事により、多くの方々に「農業やＪＡについ
て知ってもらうこと」などをテーマに、昨年11月ホームページ強化プロジェクトを立ち上げ、新
たなホームページ開設に向け役職員一丸となり取り組んで参りましたが、この度、完成致しました。
　デザインも一新しつつ、見やすく使いやすい内容にし、
農業への取り組みや新規就農・担い手対策、ＪＡのことな
どについて道内外の方々がアクセスしてもわかりやすくま
とめ、インスタグラムも立ち上げておりますのでぜひご覧
下さい。
　今後も皆様のお役に立てるよう、より一層充実したホー
ムページ作りに取り組んで参りますので引き続きよろしくお
願い致します。 プロジェクト会議で協議を重ねて参りました

当ＪＡのホームページ刷新へ!!
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令和元年度 ＪＡ北海道大会 実践フォーラム

　

11
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

の
令
和
元
年
度
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
札
幌
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
の

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
決
議
し
た
「
農
業

所
得
の
増
大
と
多
様
な
担
い
手
の
確

保
・
育
成
」「
次
代
に
つ
な
げ
る
協
同

組
合
の
価
値
と
実
践
」
に
対
す
る
事
例

や
課
題
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
共
有

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
外

に
実
践
状
況
を
発
信
す
る
目
的
で
開
催

さ
れ
、
全
道
の
Ｊ
Ａ
、
連
合
会
、
青
年
・

女
性
組
織
等
の
代
表
者
約
１
０
０
０
名
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
日
本
経
済
新
聞
社
編

集
委
員 

吉
田
忠
則
氏
が
「
農
業
の
未

来
と
農
協
へ
の
期
待
」
と
題
し
、
農
業

を
取
り
巻
く
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
差
別
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
上

で
、
Ｊ
Ａ
の
役
割
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
今
後
重
要
に
な
る
と
講
演
し
ま
し
た
。

　

情
勢
報
告
は
、
農
林
水
産
省
経
営
局

協
同
組
織
課
長 

日
向 
彰
氏
が
「
農
協

改
革
を
巡
る
情
勢
・
動
向
と
農
協
に
期

待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し
、
Ｊ

Ａ
の
経
済
事
業
及
び
地
域
社
会
貢
献
の

意
義
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
こ
そ
Ｊ

Ａ
の
時
代
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず
が

「
地
域
で
の
連
携
・
協
同
し
た
労
働
力

確
保
の
実
践
に
つ
い
て
」、
Ｊ
Ａ
さ
っ

ぽ
ろ
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
、
中
央
会
が
「
道

内
Ｊ
Ａ
に
お

け
る
准
組
合

員
と
の
関
係

づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組

み
事
例
」
に

つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
今

後
も
引
き
続

き
決
議
事
項

を
実
践
し
加

速
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る

　
　
　
　
　
　
「
力
強
い
農
業
」と

　
　
　
　
　
　
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」の
実
現
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ＪＡくしろ丹頂 役員道内視察研修

釧路丹頂農協酪農振興会 視察研修

  全日本食品㈱北海道支社 恵庭共配センター

ぴこるAマートうらうす店

㈲中島生産組合にて

㈲ケーアイファームで堆肥施設等を視察

　

11
月
12
日
か
ら
２
日
間
、

恵
庭
市
・
札
幌
市
・
浦
臼
町

方
面
へ
当
Ｊ
Ａ
役
員
に
よ
る

道
内
視
察
研
修
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
恵
庭
市
の
全

日
本
食
品
㈱
北
海
道
支
社
恵

庭
共
配
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。
全
日
食
は
①
売
れ

る
商
品
を
②
売
れ
る
場
所
で

③
売
れ
る
時
期
に
④
高
く
な

い
価
格
を
提
案
し
、「
精
度
」

と
「
効
率
」
の
高
い
「
店
づ

く
り
」
等
を
目
指
し
実
践
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

11
月
11
日
か
ら
２
日
間
、

当
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興
会
は
、
10

名
の
会
員
で
十
勝
方
面
へ
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
鹿
追
町
の
㈲

ケ
ー
ア
イ
牧
場
を
視
察
し
、

糞
尿
処
理
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
と
一
部
を
Ｅ
Ｙ
Ｓ
ク

イ
ッ
ク
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
（
糞

尿
処
理
問
題
を
解
消
し
つ
つ

堆
肥
調
整
作
業
の
省
力
化
と

乳
牛
に
安
全
で
快
適
な
敷
料

生
産
を
両
立
す
る
画
期
的
な

製
品
）
を
使
用
し
、
Ｅ
Ｙ
Ｓ

で
堆
肥
発
酵
期
間
を
大
幅
に

　

そ
の
後
、
札
幌
へ
移
動
し

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
浦
臼
町
の
ピ

ン
ネ
農
協
ぴ
こ
る
Ａ
マ
ー
ト

う
ら
う
す
店
を
視
察
し
、
営

業
形
態
の
検
討
を
重
ね
な
が

ら
「
Ａ
マ
ー
ト
」
を
選
択
し
、

平
成
30
年
浦
臼
支
所
新
築
と

併
せ
オ
ー
プ
ン
。
女
性
部
の

協
力
を
得
て
地
場
産
（
米
・

野
菜
等
）
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
好
評
を
得
る
等
、
転
換
後

の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
大
変
意
義
あ
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

短
縮
し
、敷
料
（
戻
し
堆
肥
）

と
し
て
使
用
し
て
い
る
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
中
札
内
村
の

㈲
中
島
生
産
組
合
で
、
経
営

概
要
及
び
ロ
ー
タ
リ
ー
型
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
パ
ー
ラ
ー
や
将

来
的
な
目
標
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
施
設
等
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
、
会
員
の
皆

様
か
ら
も
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
に
活
か
せ
る
部
分
は

活
か
し
た
い
と
い
う
声
が
多

く
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
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女性部白糠支部 視察研修を実施!!

ＪＡくしろ丹頂女性部フレッシュミズ交流会

　

11
月
21
～
24
日
、
女
性

部
白
糠
支
部
は
、
８
名
の

部
員
が
参
加
し
、
京
都
・

大
阪
方
面
他
へ
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

京
都
の
清
水
寺
、
金
閣

寺
、
滋
賀
県
の
延
暦
寺
な

ど
を
見
学
し
、
貴
重
な
建

造
物
や
仏
像
に
歴
史
を
感

じ
な
が
ら
ガ
イ
ド
の
説
明

に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し

た
。

　

滋
賀
県
道
の
駅
び
わ
湖

大
橋
米
プ
ラ
ザ
の
市
場
調

査
で
は
、
地
元
の
野
菜
や

　

11
月
１
日
、
釧
路
市
で
当

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

部
員
10
名
が
参
加
し
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
行
な
わ
れ
、

随
所
に
好
プ
レ
ー
が
続
出
す

る
な
か
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
昼
食
を
と
り
つ

つ
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

乳
製
品
、
近
江
牛
等
を
扱

っ
て
お
り
道
内
で
は
な
か

な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
野
菜
に
つ
い
て
学
び
、

店
員
に
調
理
法
等
を
質
問

し
な
が
ら
商
品
を
購
入
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

部
員
か
ら
は
、
今
回
の

市
場
調
査
を
ヒ
ン
ト
に
新

た
な
野
菜
生
産
に
も
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
の
声
も

多
く
聞
か
れ
、
今
後
に
繋

が
る
有
意
義
な
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

清水寺にて

ボウリング大会では好プレー続出!!

道の駅びわ湖大橋米プラザで市場調査
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ＪＡくしろ丹頂白糠年金友の会 温泉慰安旅行
　

11
月
６
日
か
ら
３
日
間
、
当
Ｊ
Ａ

白
糠
支
所
年
金
友
の
会
は
、
阿
寒
湖

畔
の
ニ
ュ
ー
阿
寒
ホ
テ
ル
に
お
い
て

温
泉
慰
安
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
員
42
名
が
出
席
し
、
ホ
テ
ル
で

カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
下
町
か
ぶ
き
組
」
に
よ

る
時
代
劇
を
鑑
賞
す
る
な
ど
思
い
出

に
残
る
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

気持ちよ～い歌声で! カラオケ大会

コンプライアンス研修会を実施
　

11
月
28
・
29
日
の
両
日
、

本
所
及
び
白
糠
支
所
で
常
勤

役
員
、
全
職
員
、
子
会
社
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
研

修
部 

山
根 

丈
課
長
を
迎
え
、

「
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
の
研
修
会
」
と

題
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
基
礎
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
、
不
正
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
組
織
と
し
て
発
生
す

る
様
々
な
リ
ス
ク
な
ど
に
つ

い
て
学
び
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
研
修
会

等
を
実
施
し
、
不
祥
事
未
然

防
止
対
策
等
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

本　　所

白糠支所 山根　丈 講師

ビンゴ大会 何が当たるかな？
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※Jミルクホームページより転載

　　牛 乳 チ ゲ
からだがホカホカする健康鍋

【作り方】
１．�豚肉は食べやすい大きさに切り、酒をふって
ほぐしておく。

２．�白菜は３〜４㎝長さのざく切り、キムチはサ
ッと洗って絞り、食べやすく切る。まいたけ
は小房に分ける。

３．�鍋にごま油を熱し、豚肉とにんにくを入れて
炒める。肉の色が変わったら白菜を入れて炒
め合わせ、水を注ぐ。

４．�ひと煮立ちしたらアクをすくい、牛乳を注
ぐ。キムチを加えて３分間ほど煮たら、塩、
こしょう、しょうゆで味を調え、最後にまい
たけを加えてサッと煮る。

今月のミルク
レシピ

材　　料（2人分）
豚こま切れ肉	 100g	 にんにく（すりおろし）	1かけ分

酒	 大さじ1	 水	 180ml

白菜	 100g	 牛乳	 180ml

白菜キムチ	 100g	 塩	 小さじ1/2

まいたけ（白）	 1パック	 こしょう	 適量

ごま油	 小さじ2	 しょうゆ	 少々

～ 元気・キレイポイント ～☆☆白菜キムチ☆☆
　発酵食品のキムチにはビタミンや乳酸菌がたっぷ
り含まれています。辛いのが苦手な方は量を調節し
てもよいでしょう。

ＪＡ 人 事 管 理 制 度 研 修 会
　

11
月
８
日
、
本
所
で
、
本
・

支
所
の
課
長
職
及
び
平
成
30

年
度
以
降
採
用
職
員
を
対
象

と
し
た
人
事
管
理
制
度
研
修

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
中
央
会
根
釧
支
所 

大
関
主
査
を
講
師
に
招
き
、

課
長
職
は
考
課
者
訓
練
（
考

課
実
務
）
等
を
行
な
い
、
ま

た
、
平
成
30
年
度
以
降
採
用

職
員
は
、
人
事
考
課
の
基
礎

知
識
と
実
務
上
の
留
意
点
等

を
学
び
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

平成30年度以降採用職員 研修会

管理職 人事考課者訓練

大関主査
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8

　収穫体験や調理体験等の独自イベント、「旬
食カレッジ」は今年で４年目となり、今回は一
般の女性の方々を対象に、８月、江別市で開催
しました。また、全道各ＪＡの協力を受け、今
年度から新たに「親子で学ぼう！あぐりキッチ
ン教室」を、全道各地で延べ25回開催しました。
これらの食農教育活動
を通じて、食や農に対
する関心を高め、ＪＡ・
Ｊ Ａ バ ン ク の サ ポ ー
ターを育てる取り組み
を行っています。

　10月23日（水）ホテルポールスター札幌において、
令和元年度北海道福祉のまちづくり賞の表彰式
が行われ、ＪＡ北海道厚生連特別養護老人ホー
ム摩周が公共的施設部門の「北海道福祉まちづ
くり賞」を受賞しました。この賞は福祉的配慮に
優れた公共的施設等におくられるもので、福祉・
建築・市民活動等の有識者で構成する会にて審
査が行われ表彰が行われました。この賞を機に施
設としての充実だけでなく、
入居者の皆さんの生活の充
実に向けて更なる向上を目指
したいと思います。

　ＪＡ共済連北海道は、「2019年度　ＪＡ共済
全道小・中学生交通安全ポスターコンクール」
の表彰式を10月26日(土)にＡＮＡクラウンプラ
ザホテル札幌にて開催しました。46回目を迎え
る同コンクールは、全道より3,296点の応募を
いただき、その中から金賞９作品が選出され受
賞されたみなさんが表彰されました。
　今回受賞された作
品は、さっぽろ雪ま
つり会場・道庁ホー
ルでの展示等が予定
されております。

　ホクレンと北海道米販売拡大委員会は10月17日、
北海道産の2019年新米発表会を東京都内で開き
ました。発表会には鈴木直道・北海道知事とＣＭ
キャラクターを務めるタレントのマツコ・デラック
スさんらが出席しました。ホクレン内田和幸会長
より「今年は、ご満足いただけるおいしい北海道
米をお届けできます」とアピールし、マツコさんは
ステージ上で新米を試食
し、「実は一番好きなの
がこの『ふっくりんこ』」
と楽しいトークで盛り上
がりました。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内
容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は
ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　ＪＡグループ北海道は11月14日に東京都にて、「経営所得安定対策の単価改定」と「総合的なＴ
ＰＰ等関連政策大綱の見直し」に向け、道内与党国会議員や農林幹部に対する中央要請、並びに農
林水産省と意見交換を実施しました。経営所得安定対策では３年に一度の単価改定の見直し議論が
行われていることから、輪作バランスや畑作経営に対する影響を考慮し、単価が大きく変動しない
単価設定とすることや、各作物の生産振興対策などを
求めました。ＴＰＰ等関連政策大綱の改訂にあたって
は、相次ぐ大型貿易協定の発行による、中長期的な北
海道農業に与える影響が大きいため、各作物別の需給
調整・価格安定対策の充実強化、生産基盤の強化に向
けた対策を求めました。
　今後も、北海道の農家、組合員が安心して営農でき
るよう取り組んで参ります。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

本
年
の
牧
草
・
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と

う
も
ろ
こ
し
の
生
育
経
過
を
振
返
り
、

今
後
の
課
題
に
ふ
れ
て
い
き
ま
す
。

○
牧
草

　

４
月
の
好
天
に
よ
り
萌
芽
期
は
平

年
よ
り
４
日
早
ま
り
ま
し
た
が
、
５

月
中
旬
の
低
温
の
影
響
も
あ
り
出
穂

期
は
ほ
ぼ
平
年
並
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
番
草
収
穫
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

平
年
よ
り
２
日
早
い
収
穫
終
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
番
草
も
順
調
に
生
育
し
、
大
型

法
人
な
ど
で
は
、
８
月
上
旬
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
、
収
穫
始
は
８
月
７
日

と
平
年
よ
り
大
幅
に
早
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
８
月
中
旬
以
降
は
降
雨
が

続
き
、
２
番
草
の
収
穫
終
は
１
日
遅

れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
番
草
の
生
収
量
は
平
年
比
103
％
、

乾
物
収
量
は
109
％
と
や
や
多
収
と
な

り
ま
し
た
（
図
１
）。

  

２
番
草
の
生
収
量
は
平
年
比
125
％
、

乾
物
収
量
は
117
％
と
平
年
を
大
き
く

上
回
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

２
番
草
の
乾
物
収
量
が
高
い
の
は
、

８
月
中
旬
以
降
の
降
雨
に
よ
り
収
穫

が
遅
れ
、
面
積
の
６
割
以
上
が
９
月

以
降
に
収
穫
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
。

○
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し

　

は
種
期
は
４
日
早
く
、
出
芽
期
は

６
日
早
ま
り
ま
し
た
。
生
育
は
順
調

で
、
絹
糸
抽
出
期
は
３
日
早
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
８
月
中
下
旬
の

低
温
日
照
不
足
な
ど
に
よ
り
、
登
熟

が
進
ま
ず
黄
熟
期
は
５
日
遅
れ
と
な

り
ま
し
た
。

　

収
量
は
平
年
に
対
し
、
生
総
重
で

86
％
、
推
定
Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量
は
89
％
と

な
り
ま
し
た
（
図
２
）。
鶴
居
村
の

マ
ル
チ
栽
培
で
は
、
被
覆
に
よ
る
生

育
促
進
効
果
に
よ
り
、
推
定
Ｔ
Ｄ
Ｎ

収
量
は
露
地
に
比
べ
て
145
％
と
上
回

り
ま
し
た
（
図
３
）。

○
草
地
植
生
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

釧
路
丹
頂
農
協
の
植
生
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
植
生
調
査
結
果

（
４
カ
年)

で
は
、
裸
地
や
雑
草
が

66
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
（
図
４
）。

　

本
年
の
１
番
草
は
、
収
穫
作
業
が

平
年
よ
り
早
く
終
わ
り
ま
し
た
が
、

乳
量
反
応
が
今
ひ
と
つ
だ
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
雑
草
が

多
い
た
め
栄
養
価
や
消
化
率
が
低
下

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
肥
の
見
直
し
や
排

水
改
善
な
ど
植
生
の
維
持
、
改
善
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○�

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
の

安
定
生
産
を
図
り
ま
し
ょ
う

　

排
水
改
善
等
に
よ
り
早
期
に
ほ
場

を
整
備
し
て
、
速
や
か
に
は
種
を
行

い
し
ま
し
ょ
う
。

　

栽
植
本
数
は
７
５
０
０
／
10
ａ
本

以
下
を
目
標
に
、
倒
伏
軽
減
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

牧　　草 サイレージ用とうもろこし
項　目 月　日 項　目 月　日

萌芽期 4/20（早4） は種期 5/18（早4）
出穂始 6/13（早2） 出芽期 5/29（早6）
出穂期 6/20（早2） 雄穂抽出期 5/29（早2）
１番草収穫始 6/15（早4） 絹糸抽出期 8/4（早3）
１番草収穫終 7/11（早2） 乳熟期 9/2（遅3）
２番草収穫始 8/7（早15） 糊熟期 9/14（遅3）
２番草収穫終 9/27（遅1） 黄熟期 10/2（遅5）

※（　）内は遅速日数
収穫始 9/22（早2）
収穫終 10/11（遅2）
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※（ )内は本年数
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118% 
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※（ ）内は本年数値 

(6,049kg） (1,182kg) 

表１ 生育期節・農作業期の遅速日数

図１ 本年度の牧草の収量調査結果

図２ 本年度とうもろこし収量調査結果図３ 露地に対するマルチの収量比

図４ 植生調査結果

本
年
の
牧
草・サ
イ
レ
ー
ジ
用

と
う
も
ろ
こ
し
の

生
育
・
収
量
と
今
後
の
課
題
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今回の答えは２月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
年に１度の感謝企画

今回12月号の問題に対する当選者には、
豪華景品を用意しております。どしどし応募下さい!!

景品：ハムギフトの予定です！

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を本所 企画管理係までFAX
（0154-64-2315）をいただくか、切り取っていた
だき各支所の総務係迄お渡しください。
《締め切り》2020年1月10日まで
　当選者の発表は2月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

2 4 5 7 1211月号の答え

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし 12月の答え

・つぶやきコーナー

・鈴木　颯真 さん 　・松井　静子 さん
・野澤　直樹 さん

おめでとうございます!! 11月号の当選者

雪が降りましたね。寒い部屋であっ
たかい布団に入るのが幸せです。

（Ｙさん）
寒くなりましたね。体に気を付け
年末までガンバッテネ…

（Ｓさん）
毎日、牛を捕まえる時に「早くイ
ケ～」って掛け声が「ハゲ～」っ
て聞こえて全員で爆笑していま
す。素敵な職場です。ちなみに私
自身髪の毛はビミョウ～（笑）

（来年50歳）
ウイーン、ウイーン、サロインステーキの襲来だ！（Ｎさん）

2　落ち葉が違う　　4　鳥の数が少ない　　5　犬の耳が上がっている
7　ワッペンの文字が違う　　12　おたまの持ち手が長い

（ココ&くろさん）

（すーちゃん）
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 今年を振り返りますと、ＴＰＰ₁₁、日ＥＵ・ＥＰＡ交渉などにより農業情勢が日々確
実に変化していくなかで、日本の酪農の未来、進路がいやおうなしに問われている
と感じているのは自分だけではないと思っております。地球温暖化等が要因ともい
われる地球規模の異常気象は日本にも例外なく影響を与え、農業に対しても大型台
風等により何度となく大きな被害を与えました。今年、北海道が大型台風等による
被害が少なかったとしても今後台風が来ないという保証はなく、ますます強まる異
常気象による影響、被害が心配されるところです。
□今年も、広報誌たんちょうの作成にご協力頂き誠にありがとうございました。
　 ₂₀₂₀年が皆様方にとりまして、実り多い年となりますことを心より願っております。

■令和元年度 　生乳生産実績（11月）
月計乳量（kg） 11月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,052,631.4 99.9 67,830,575.9 99.6
鶴 居 地 区 3,043,919.2 100.9 25,748,778.4 102.1
幌 呂 地 区 2,134,584.5 103.0 17,850,520.7 101.6
白 糠 地 区 1,583,678.8 97.8 13,307,603.4 98.1
音 別 地 区 1,290,448.9 95.4 10,923,673.4 92.9

管 内 計 42,340,213.0 100.6 354,824,682.2 100.4
（前年度管内計） 42,102,533.7 353,582,838.2

理　事　会　報　告
11月定例理事会　令和元年11月27日（水）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．10月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�大家畜特別支援資金による借換対象資

金に係る延納利息の減免について
６．委託内部監査の報告について

付議事項　�
議案第１号　融資の承認について

議案第２号　�草地整備改良事業費の支出に
ついて

議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　諸規程の制定について
議案第５号　諸規程の一部変更について
議案第６号　�平成30年度畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業（機
械導入事業）の承認について

その他協議事項　�
１．当面の業務日程について

鶴
居
村
交
通
安
全

村
民
大
会
　
開
催

　

11
月
15
日
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

鶴
居
村
交
通
安
全
村
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
大
会
は
、
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
、

各
関
係
団
体
や
村
民
の
皆
様
方
の
参
加
に
よ

り
毎
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
者
全
員
で
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に
黙

祷
を
捧
げ
、
釧
路
警
察
署
交
通
課
か
ら
、「
交

通
事
故
防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
交
通
安
全
宣
言
が
行
な
わ
れ
、
交

通
事
故
の
追
放
・
撲
滅
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

事故防止等を広く呼びかけた講演会
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■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所 販　　　　　売 家畜改良
鶴居・幌呂
白糠・音別

生　　乳 哺育育成
センター

幌　　呂
育成牧場管理・共済 金　　融 営　　農 鶴居・幌呂 白糠・音別

令和
１年12月24日㈫ 通 常 業 務

12月25日㈬
12月26日㈭ 一般市場（初生のみ）

12月27日㈮
12月28日㈯ 業務納め 業務納め 業務納め

12月29日㈰
12月30日㈪ 業務納め

12月31日㈫ 業務納め＊

令和
２年1月1日㈬

1月2日㈭ 業務始め＊

1月3日㈮
1月4日㈯ ATMのみ稼働

1月5日㈰
1月６日㈪ 業務始め 業務始め 業務始め

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別
生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

令和
１年12月24日㈫

12月25日㈬ （抽選開始）
年末大売出し

12月26日㈭ （抽選開始） （抽選開始）

12月27日㈮
12月28日㈯ 年末大売出し 業務納め 年末大売出し 業務納め＊ 業務納め 業務納め 業務納め

12月29日㈰ 午後５時まで 午後５時まで

12月30日㈪ 午後５時まで 業務納め 午後５時まで

12月31日㈫ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊ 業務納め＊

令和
２年1月1日㈬

1月2日㈭ 業務始め＊

1月3日㈮ 業務始め 業務始め＊

1月4日㈯ 業務始め
午後５時まで 午後６時まで

業務始め
午後５時まで 業務始め

1月5日㈰
1月６日㈪ 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め 業務始め

＊午前中のみ営業
　となります。

営 業 日 休 業 日 １／６（月）は、全業務午後４時までの営業となります。ＡＴＭの稼働は午後
３時３０分迄の稼働となります。

ＪＡくしろ丹頂　年末年始日程表

・万一、交通事故が発生した時は、

◆人工授精業務、年末年始の対応について
・12月31日及び1月2日の人工授精業務につきましては、午前9時30分までの受付分（厳守）対応となりますので、よろしくお願い致します。

ＪＡ共済事故受付センター

※フリーダイヤルは、携帯電話・ＰＨＳからもご利用いただけます。
電話料金は無料です。　公衆電話につきましては、電話をおかけになる時の10円は必要ですが、かけ終わると戻ります。

ジコは レッカーロードサービスはクミアイ クミアイ

ＪＡ共済サポートセンター

事故等の場合には レッカー移動や故障時の
応急対応が必要な場合には

０１２０-２５８-９３１ ０１２０-063-９３１


